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今
年
か
ら
登
場
し
ま
し
た

「
デ
ポ
ジ
ッ
ト
方
式
」

こ
の
祭
り
は
、
薪
で
炊
い
た
新

米
の
お
に
ぎ
り
や
き
の
こ
な
ど
、

地
元
で
と
れ
た
旬
の
食
材
を
使
っ

た
秋
の
味
覚
を
提
供
し
て
い
ま
す

が
、
以
前
よ
り
フ
ィ
ル
ム
を
は
が

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
容
器
を
使

う
な
ど
、
環
境
に
こ
だ
わ
っ
た
取

組
み
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
こ
う
し
た
環
境
へ
の

こ
だ
わ
り
が
、
一
歩
進
化
し
ま
し

た
。そ
れ
は
、「
カ
ッ
プ
」と「
は
し
」

を「
デ
ポ
ジ
ッ
ト
方
式
」に
し
た
こ

と
で
す
。
通
常
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
飲
み
物
用
の
カ
ッ
プ

と
割
り
ば
し
が
、
大
量
に
ご
み
と

し
て
捨
て
ら
れ
ま
す
。「
デ
ポ
ジ
ッ

ト
方
式
」で
は
、こ
う
し
た
カ
ッ
プ

や
は
し
が
使
い
捨
て
と
な
ら
な
い

よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
預
か
り
金
を

加
え
た
価
格
で
提
供
し
、
使
い
終

わ
っ
て
回
収
さ
れ
た
と
き
に
返
金

し
ま
す
。担
当
者
に
よ
れ
ば
、皆
さ

ん
が
協
力
的
で
大
き
な
混
乱
は
な

く
、
は
し
を
記
念
に
持
帰
り
た
い

と
申
出
た
方
も
い
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
の
お
か
げ
も

あ
り
、今
年
出
た
ご
み
の
量
は
、当

初
か
ら
比
べ
て
５
分
の
１
程
度
ま

で
減
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
今
後

も
、
こ
の
環
境
へ
の
こ
だ
わ
り
に

対
し
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
章
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平成２０年１１月９日

　

月　

日
、
恒
例
と
な
っ
た
「
こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
収
穫
祭
」
が
、
湯
沢

１０

１９

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に

「
日
本
晴
れ
」
の
暖
か
い
日
差
し
の
も
と
多
く
の
方
が
訪
れ
、
秋
の
味
覚
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
楽
し
む
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
ほ
か
に
、
よ
り
環
境
に
こ
だ
わ
っ
た
祭
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

環
境
に
こ
だ
わ
っ
て
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
楽
し
む
…

こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
収
穫
祭

会
場
で
出
た
ご
み
の
量
は
、　�
の
袋

９０

で
６
つ
あ
ま
り
で
し
た
。

主

な

内

主

な

内

容容

町長コラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
平成２１年度保育園入園児童募集ほか ・・・・・・・・・３
湯沢町の平成１９年度決算 ・・・・・・・・・・・・４～７
１１月１１日～１７日は「税を考える週間」です・・・・・・８
湯沢消防署からのお知らせほか・・・・・・・・・・・・９
住宅用火災警報器を早期に設置しましょう・・・・・・・１０
食教育講座のお知らせほか・・・・・・・・・・・・・・１１
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２～１３
「ゆきぐに」湯沢町公民館のページ ・・・・・・・・１４～１８
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９～２０
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。　

月
は

１０

　

日
過
ぎ
ま
で
比
較
的
好
天
が
続

２０き
ま
し
た
。　

日
に
行
わ
れ
た「
こ

１９

ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
収
穫
祭
」も
、好

天
に
恵
ま
れ
た
の
で
、楽
し
ん
だ

方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ

ろ
そ
ろ
冬
を
迎
え
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、近
年
は
気
候
の
変
動

か
ら
か
、朝
晩
の
寒
暖
の
差
が
少

な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。そ
う
い
っ
た
理
由
も
あ
り
、全

国
的
に
紅
葉
に
つ
い
て
は
、時
期

が
遅
く
な
っ
た
り
、鮮
や
か
な
色

彩
が
な
く
な
っ
た
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。で
も
や
は
り
湯
沢
町
の

紅
葉
は
、そ
の
中
で
も
天
下
一
品

だ
と
思
い
ま
す
。先
日
湯
沢
高
原

で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、お

出
で
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
、

口
々
に
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
賞
賛

す
る
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。さ

て
小
坂
地
内
に
あ
り
、昔
か

ら「
上
杉
謙
信
手
植
え
の
松
」と
し

て
、皆
さ
ま
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

た
夫
婦
松
は
、伊
勢
湾
台
風
の
風

で
倒
れ
て
、現
在
は
そ
の
後
の
二

代
目
の
松
の
う
ち
一
本
が
か
ろ
う

じ
て
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
り
ま

す
。来
年
は
、上
杉
ゆ
か
り
の
直
江

兼
続
公
を
主
人
公
と
し
た「
天
地

人
」が
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
と
し

て
登
場
し
ま
す
。そ
れ
を
受
け
て
、

議
会
の
皆
さ
ま
は
じ
め
、こ
の
松

の
木
を
復
元
す
る
強
い
声
も
あ
り
、

こ
の
度
植
樹
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。植
樹
式
は
、　

月　

日
午

１１

１１

前　

時
か
ら
、「
天
地
人
」の
原
作

１０
者
で
あ
る
火
坂
雅
志
先
生
を
お
招

き
し
て
行
い
ま
す
。お
時
間
の
許

す
方
は
、ぜ
ひ
小
坂
の
現
地
ま
で

お
出
か
け
い
た
だ
け
れ
ば
、よ
り

立
派
な
植
樹
祭
に
な
る
と
思
い
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
来
る
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を

控
え
て
、今
年
度
の
ス
キ
ー
観
光

の
安
全
と
繁
栄
を
祈
念
し
て「
湯

沢
町
冬
季
安
全
大
会
」を
行
い
ま

す
。日
時
は
、　

月　

日
午
後
１
時

１１

１９

　

分
か
ら
で
、会
場
は
、湯
沢
町
公

３０民
館
ア
リ
ー
ナ
で
す
。湯
沢
町
内

の
ス
キ
ー
産
業
を
中
心
と
し
た
関

係
団
体
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、

安
全
に
つ
い
て
の
意
識
向
上
を
図

る
初
め
て
の
試
み
で
す
。ス
キ
ー

産
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、一
般
の
方
も
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。大
会
で

は
、特
別
講
師
に
後
藤
靖
子
国
土

交
通
省
北
陸
信
越
運
輸
局
長
を
お

迎
え
し
て
、「
観
光
立
国
の
意
義
と

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
」の
特

別
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま

た
小
中
学
生
、一
般
と
募
集
し
て

い
た
、冬
季
安
全
に
つ
い
て
の
標

語
の
発
表
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
大

会
参
加
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

観
光
庁
が
形
成
を
進
め
て
い
る

「
観
光
圏
」に
つ
い
て
、湯
沢
町
を

含
む
３
県
７
市
町
村
に
ま
た
が
る

エ
リ
ア
が「
雪
国
観
光
圏
」と
し
て

認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、前
回
の
広

報
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。こ
の「
雪

国
観
光
圏
」に
関
し
て
、９
月
下
旬

に
オ
ー
プ
ン
し
た
越
後
湯
沢
駅
構

内
の「
広
域
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
」

が
、こ
の
度
観
光
圏
認
定
案
内
所

と
な
り
ま
し
た
。「
雪
国
観
光
圏
」

へ
の
取
組
み
は
、こ
の
よ
う
に
着

実
に
そ
し
て
果
敢
に
実
施
し
て
い

ま
す
。皆
さ
ま
か
ら
も
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、力
強
い
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
没
が
早
く
な
り
ま
し
た
。交

通
事
故
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。ま
た
気
温
も
低
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。あ
わ
せ
て
健
康
管
理
に

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。今
年
も
あ

ま
す
と
こ
ろ
二
か
月
で
す
。元
気

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

　

月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて

１０１０

町
長
コ
ラ

町
長
コ
ラ
ムム

１
日

２
日

３
日

６
日

７
日

８
日

９
日

　

日
１０

　

日
１２

　

日
１３

　

日
１４

　

日
１５

　

日
１６

　

日
１９

　

日
２２

　

日
２４

　

日
２５

　

日
２６

　

日
２７

　

日
２９

　

日
３０

　

日
３１

朝
礼

東
京
新
潟
県
人
会
南
雲
氏
来
庁
/
信
越
総
合
通
信
局
局
長
来
庁

課
長
会
議

議
員
協
議
会

サ
ン
テ
ッ
ク
理
事
会
（
南
魚
沼
市
）
/
湯
沢
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会

株
式
会
社
ガ
ー
ラ
湯
沢
小
松
氏
来
庁
/
終
礼

税
務
課
・
健
康
福
祉
課
報
告
/
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
平
山
氏
来
庁
/
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
i
n
越
後
湯
沢

粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
打
合
せ
（
新
潟
市
）

湯
沢
中
里
秋
祭
り

防
衛
講
演
会
・
交
流
懇
親
会
（
新
潟
市
）

米
山
隆
一
南
魚
沼
事
務
所
開
き
（
南
魚
沼
市
）
/
新
潟
県
清
水
保
健
体
育
課
長

来
庁

湯
沢
温
泉
事
業
有
限
会
社
社
長
来
庁
/
長
岡
国
道
事
務
所
所
長
来
庁

桜
井
新
事
務
所
遠
藤
氏
来
庁
/
高
齢
者
福
祉
大
会
/
あ
り
が
と
う
湯
沢
の
日

越
後
湯
沢
駅
歓
迎
/
新
潟
県
知
事
演
説
会
（
南
魚
沼
市
）

こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
収
穫
祭

湯
沢
温
泉
旅
館
組
合
ラ
ン
チ
イ
ベ
ン
ト

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会（
南
魚
沼
市
）

魚
沼
森
の
感
謝
祭

笛
田
博
昭
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル

自
衛
隊
高
田
駐
屯
地
司
令
訪
問（
上
越
市
）

国
土
調
査
会
議
/
湯
沢
地
区
町
内
会
長
懇
談
会

厚
生
福
祉
常
任
委
員
会
視
察
研
修
（
千
葉
市
）

厚
生
福
祉
常
任
委
員
会
視
察
研
修
（
つ
く
ば
市
）
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日
時
と
会
場
（
い
ず
れ
も
内
容
は
同
じ
で
す
。）

・　

月　

日
（
木
）
午
前　

時
〜
正
午

11

27

10

　
　

　

会
場
…

Ｊ
Ａ
し
お
ざ
わ　

本
所

・　

月　

日
（
木
）
午
後
２
時
〜
4
時

11

27

　
　

　

会
場
…

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

講
師小

千
谷
税
務
署
職
員

対
象
者

農
業
所
得
の
あ
る
方

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
課
税
班

℡
７
８
４
・
３
４
５
２
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平
成　

年
度
の
保
育
園
入
園
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
入
園
を
希
望
す
る
場
合

２１

は
、必
ず
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
以
外
は
年
度

途
中
で
の
入
園
は
で
き
ま
せ
ん
。平
成　

年
度
中
に
育
児
休
業
が
終
了
す
る
な
ど
、

２１

ど
う
し
て
も
途
中
入
園
が
必
要
と
な
る
方
は
、
募
集
期
間
中
に
各
保
育
園
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
園
し
て
い
る
児
童
が
平
成　

年
度
の
入
園
承
諾
を
受
け
て
い
る

２１

場
合
で
も
、各
保
育
園
か
ら
配
布
さ
れ
る
継
続
入
園
確
認
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

募
集
期
間 
　

月　

日
（
金
）
ま
で

１１

１４

申　

込　

書 

各
保
育
園
お
よ
び
町
民
課
子
育
て
支
援
班
に
用
意
し
て
あ 

 

り
ま
す
。

受
付
場
所 

各
保
育
園

事
情
調
査
等 

３
歳
未
満
児
お
よ
び
新
入
園
児
童
に
つ
い
て
は
、各
保
育
園 

 

で
面
談
を
行
い
ま
す
。な
お
、
申
込
み
内
容
に
不
明
な
点
が 

 

あ
る
場
合
に
は
、
電
話
等
で
事
情
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ 

 

り
ま
す
。

入
園
決
定 

平
成　

年
２
月
中
旬
こ
ろ
に
通
知
し
ま
す
。

２１

【
問
い
合
わ
せ
】 

町
民
課
子
育
て
支
援
班　

℡
７
８
４
・
３
４
５
３
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保
育
園
入
園
児
童
募

保
育
園
入
園
児
童
募
集集

電話番号定員所在地保育園名

７８４－３６１６６０人平沢神立保育園

認可
７８７－３２５７１２０人萩原土樽保育園

７８４－２０７１１２０人石白中央保育園

７８４－２５０２６０人楽町湯沢保育園

７８９－２１１０３０人浅貝浅貝保育園へき地

●
認
可
保
育
園
で
は
次
の
特
別
保
育
を
行
い
ま
す
。

 

・
延
長
保
育 （
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
）

 

・
乳
児
保
育 （
生
後　

か
月
か
ら
、

１０

 
 

 

中
央
保
育
園
で
は
生
後
６
か
月
か
ら
）

●
認
可
保
育
園
で
の
土
曜
日
開
設
保
育
園
は
、
中
央
保
育
園

の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
に
係

農
業
所
得
に
係
るる

収
支
計
算
説
明

収
支
計
算
説
明
会会

農
業
所
得
の
計
算
は
、ご
自
分

の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を

差
し
引
い
て
計
算
す
る
収
支
計

算
が
原
則
で
す
。収
支
計
算
で
は
、

収
入
金
額
お
よ
び
必
要
経
費
を

項
目
（
科
目
）
ご
と
に
分
類
し
て

計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、日
ご

ろ
か
ら
購
買
伝
票
や
領
収
書
な

ど
を
区
分
、
整
理
し
て
、
預
金
通

帳
な
ど
と
と
も
に
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
書
類
の
紛
失
や
集
計
も
れ

を
防
ぐ
た
め
に
も
、こ
ま
め
に
帳

簿
な
ど
へ
記
帳
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
、申
告
の
書
類
を
ス
ム
ー

ズ
に
作
成
で
き
る
よ
う
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
で

収
支
計
算
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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湯沢町の平成１９年度湯沢町の平成１９年度決決算算
収支は３億 ６ ９ ７ ４万５千円の黒字となりました一般会一般会計計

湯沢町の一般会計の収支は毎年度黒字ですが、昨年度のように、実質的な収支が赤字になった年度もあります。これは、
収入が不足したために、多額の貯金を下ろして支出に充てなければならなかったからです。平成１９年度は、収入に見合う支
出の削減などにより、貯金を下ろさなくて済んだため、実質的な収支も黒字になりました。今後についても、収支のバランスを
取りながら健全な財政運営に努めていきます。

実質的な収支
�－�－�＋�

支出のうち貯金に
積み立てた額　�

収入のうち貯金を
おろした額　�

収入のうち前年度
からの繰越金　�

収支　�

４億１７８０万円５億９３５２万１千円０円５億３３７５万２千円３億５８０３万１千円平成１７年度

▲１億７５４５万４千円１３０万４千円１億５４４５万２千円３億５８０３万１千円３億３５７２万５千円平成１８年度

４５８６万５千円１１８４万５千円０円３億３５７２万５千円３億６９７４万５千円平成１９年度

繰越金 ３億３５７２万４千円（ ５.３％ ）

国庫支出金 ３億３６５万３千円（ ４.８％ ）

県支出金 ２億４７９３万２千円（ ３.９％ ）

諸収入 ２億４０９６万８千円（ ３.８％ ）

財産収入 １億６７３４万円４千円（ ２.６％ ）

地方消費税交付金 １億１１６１万４千円（ １.８％ ）

使用料及び手数料 ７９５６万２千円（ １.２％ ）

地方譲与税 ７７２６万４千円（ １.２％ ）

繰入金 ２３５２万５千円（ ０.４％ ）

その他 １億６７９７万１千円（ ２.６％ ）

★町　　　税 ７７７１万９千円減・・・・・・・・・固定資産の価格の下落等により1億 2185 万 5千円減、町民税が 5117 万 4千
 （１.７％減） ・・・・・・・ 増になったことが主な要因です。

★国庫補助金 １億４５７１万３千円増・・・道路工事関係費用についての国からの補助金が、1億 347 万円増となったことが
 （９２.３％増） ・・・・・・・ 主な要因です。

★財 産 収 入 ６６１７万円増・・・・・・・・・・・・・・湯沢温泉ロープウェーが民間営業となり、施設貸付収入が 6644 万 9千円増と
 （６５.４％増） ・・・・・・・ なったことが主な要因です。 

★使用料及び ２４５６万９千円増・・・・・・・・・観光事業会計で管理運営していた体験工房大源太や町営駐車場の利用料収入が、
　手数料 （４４.７％増） ・・・・・・・ 会計廃止で一般会計に計上され、2352 万 5千円増になったことが主な要因です。

★地方譲与税 ６２６４万１千円減・・・・・・・・・国から地方への税源移譲が実施されるまでの、暫定的措置であった所得譲与税の
 （４４.８％減） ・・・・・・・ 廃止で、6160 万 5千円減となったことが主な要因です。

★繰　入　金 ６億２１６万８千円減・・・・・温泉管理事業清算特別会計廃止による繰入金2億 819万 3千円減、減債基金繰入
 （９６.２％減） ・・・・・・・ 金 2億 5600 万円減、財政調整基金 1億 5445 万２千円減などが主な要因です。

★諸　収　入 ３億９３７７万４千円減・・・平成１８年度に実施された観光事業会計廃止に伴う、会計への貸付清算金3億 50
 （６２.０％減） ・・・・・・・ 00 万円の返還金がなくなったことが主な要因です。

63 億 5147 万 3 千円（対前年度比 ９億１４９０万２千円減）収入の部

ポイント前年からの増減 前年からの増減 

町町税税
４５億９５９１万６千４５億９５９１万６千円円
（（ ７２７２..４４％％ ） ）

町税の内訳

９２８９万３千円町たばこ税３６億７５１１万７千円固定資産税

１６２７万７千円軽自動車税７億７９４万４千円町民税

８０万２千円都市計画税１億２８８万３千円入湯税
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★商 工 費 １３億８８６７万４千円減・・観光事業会計を清算するために平成１８年度に計上した補助金 13億 4064 万 5
 （８６.３％減） ・・・・・・・ 千円がなくなったことで、大幅に減となりました。

★災害復旧費 ４０７５万２千円減・・・・・・・・・平成１８年度は、大雪による道路及び施設の損壊復旧工事費が多額でしたが、そ
 （７３.１％減） ・・・・・・・ れに比べて平成１９年度は少額となり、大幅に減となりました。

★土 木 費 １億８８０３万７千円増・・・JR上越線中里跨線橋架替工事費や越後湯沢駅前の町道主水楽町線のバリアフ
 （１２.６％増） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ リー工事にかかる道路改良工事費の増が主な要因です。

★教 育 費 ４４９７万８千円増・・・・・・・・・トキめき新潟国体冬季大会スキー競技会開催に関する国体準備費 4902 万 5千
 （１１.２％増） ・・・・・・・ 円増加が主な要因です。

59 億 8172 万 8 千円（対前年度比 ９億４８９２万２千円減）支出の部

ポイント前年からの増減 前年からの増減 

衛生費 ６億１４５２万７千円（ １０.３％ ）

教育費 ４億４６５０万円（ ７.５％ ）

消防費 ３億７０１８万８千円（ ６.２％ ）

商工費 ２億２０７６万４千円（ ３.７％ ）

公債費 ２億１８８９万３千円（３.６％ ）

農林水産業費 １億１３４２万７千円（１.９％ ）

議会費 ５３２０万４千円（０.９％ ）

災害復旧費 １５０１万９千円（０.２％ ）

労働費 ９４９万８千円（０.１％ ）

町が使ったお金（５９億８１７２万８千円）をその性質別によりグラフにしてみると、お金の使い方の特徴を違う側面から見る
ことができます。

ポイント性質別に見た支出の内訳 性質別に見た支出の内訳 

�支出の中で最も大きな割合を占めるのが人件費 (２０.１%)です。職員の数が多いことが要因となっています。

�次に大きな割合を占めるのが、各種団体への補助金や南魚沼市へのごみ処理、消防業務などにかかる委託費 6
億 3225 万円と、公営企業（水道事業、病院事業）の収入不足を補う補助金 1億 8659 万 7千円などを集計した補
助費等 (１９.８%)です。平成１８年度の決算ではこれが最も大きな割合を占めていましたが、平成１９年度から観光事
業会計への補助金がなくなったことにより、支出での割合も減少しました。

�３番目に大きな割合を占めているのが、特別会計（国民健康保険・老人保健・介護保険・下水道）の収入不足を補う
ために支出された繰出金 (１６.１%)です。

�４番目に大きな割合を占めている物件費 (１４.３%)は、旅費や消耗品、委託料などの消費的な経費です。事務と事業
の見直しにより年々減少しています。

※特別会計への繰出金、公営企業会計への補助金が、一般会計を圧迫していることがわかります。

人件人件費費
１１２２億１５２万１千億１５２万１千円円
（（ ２０.１２０.１％％ ） ）

補助費補助費等等
１１１１億８２３４万８千億８２３４万８千円円
（１（１９９.８.８％％ ） ）

繰出繰出金金
９９億６５８９万１千億６５８９万１千円円
（（ １６.１１６.１％％ ） ）

普通建設事業費 ７億６４３４万７千円（１２.８％ ）
維持補修費 ３億５７９７万５千円（ ６.０％ ）

その他 ６億５１７７万５千円（１０.９％ ）

土木土木費費
１６億８４７２万１千１６億８４７２万１千円円
（（ ２８２８..２２％％ ） ）

総務総務費費
１５億３６６４万１５億３６６４万円円８千円８千円

（（ ２５２５..７７％％ ） ）

民生費 ６億９８３３万９千円（ １１.７％ ）

物件費 ８億５７８７万１千円（１４.３％ ）
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皆さんが納める保険税が支えです。国民健康保険特別会 国民健康保険特別会計計 

支出収入収入－支出＝６２７４万６千円

国民健康保険は、他の医療保険制度に加入し
ていない皆さんのための制度です。歳出では、通常
の保険事業のほかに出産育児一時金４９０万円、
葬祭給付費２６５万円、人間ドック助成金１５９６万円
等を支出しています。

 一般会計からの繰入金　６３７６万７千円 

◎基金の残高
　国民健康保険支払準備基金 

１億９２２万２千円

金額科目金額科目

６億３３９３万４千円保険給付費３億３８６６万３千円国民健康保険税

１億５４３１万７千円老人保健拠出金２億７８１６万６千円国庫支出金

６６２７万１千円介護納付金１億６２９１万７千円療養給付費

１８９５万円保健事業費９２６９万２千円繰入金

２０４２万２千円総務費８９１８万１千円繰越金

１億６５５０万１千円その他１億６０５２万２千円その他

１０億５９３９万５千円計１１億２２１４万１千円計

特定の事業を行う場合に、その事業の収入を支出に充て、
一般会計と区別して経理する会計です。

平成２０年度から後期高齢者医療制度に移行しました。老人保健特別会 老人保健特別会計計 

支出収入収入－支出＝１２万１千円

老人保健制度は、高齢者の医療の負担を軽くし、
安心して医療を受けられるようにするための制度で
す。対象となる７５歳（一定の障がいのある人は６５
歳）以上の人に対し、医療費給付を行います。平成
２０年度から後期高齢者医療制度（長寿医療制度）
に移行され、清算の期間を経た後廃止となります。

 一般会計からの繰入金　５４００万３千円 

金額科目金額科目

７億２５１５万９千円医療諸費３億９４４３万６千円支払基金交付金

７８４万３千円諸支出金２億２９１４万７千円国庫支出金

３１２万５千円総務費５８４５万１千円県支出金

５４００万３千円繰入金

２１万１千円その他

７億３６１２万７千円計７億３６２４万８千円計

介護を必要とする高齢者を社会全体で支えます。介護保険特別会 介護保険特別会計計 

支出収入収入－支出＝２５８７万８千円

平成１８年度の要介護（要支援）認定者数は、２９２
人となっています。今後も介護サービスの利用が
増加していくと見込まれることから、制度の安定的
な継続を図るため、給付の適正化に取り組んでい
きます。

 一般会計からの繰入金 １億２６２６万６千円 

◎基金の残高
　介護給付費準備基金　　　３５３０万３千円

金額科目金額科目

５億１６３０万５千円保険給付費１億６１７１万５千円支払基金交付金

４０５３万円諸支出金１億２３８２万９千円国庫支出金

２９９７万９千円総務費１億２６２６万６千円繰入金

２４５９万６千円基金積立金１億１２８７万６千円介護保険料

４０７９万円その他８０９９万８千円県支出金

７２３９万４千円その他

６億５２２０万円計６億７８０７万８千円計

収入不足のため、下水道への接続促進が課題となっています。下水道特別会 下水道特別会計計 

支出収入収入－支出＝９１０９万９千円

平成１９年度末の下水道普及率は８７.９％、水洗
化率は８２.７％となりました。国から事業認可を受けて
いた区域の整備はほぼ完了しています。しかし、これ
までの急速な下水道整備のために、借金残高は平
成１９年度末で７９億１１１３万５千円となっており、そ
の返済のために一般会計からの繰入金が多額に
なっています。

 一般会計からの繰入金　７億２１８５万５千円 

◎基金の残高
　下水道施設改修基金　１億８７５１万４千円

金額科目金額科目

７億２８２０万６千円公債費７億２１８５万５千円繰入金

１億６０２０万８千円公共下水道費２億６８２４万３千円使用料・手数料

８２６１万６千円総務費１４００万円国庫支出金

４６３１万２千円特定環境保全公共下水道費１億４３４万３千円その他

１０億１７３４万２千円計１１億８４４万１千円計

特別会特別会計計
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安定性が高く安全な水源を確保し、安心して飲める水の供給に努めます。水道事業会 水道事業会計計 

年々水道使用量が減少していて、水道料金収入もそれに比例し
て減少してきていますが、事業費の削減により黒字決算（純利益
２６８０万７千円）となっています。今後もより一層の経営効率化を
図ります。

 一般会計からの補助金　５６５９万７千円 

４億１７１１万７千円収入収益的収支
（経営活動に伴うもの） ３億８６３９万２千円支出

５４７３万１千円収入資本的収支
（建設改良のためのもの） １億８４７９万５千円支出

平成１４年度に開業した病院施設の会計です。病院事業会 病院事業会計計 

開院から５年が経過し、運営も順調に推移しています。平成１９
年度の事業収益は９億７３３２万４千円で、前年比２.１％の減となり
ました。

外来患者数６０,８１１人（1日平均２０６.８人・前年比１.１％減）
入院患者数２１,１４６人（1日平均２５７.７人・前年比６.７％減）

 一般会計からの補助金　１億３０００万円 

９億７３３２万４千円収入
収益的収支

１０億３４３５万９千円支出

０円収入
資本的収支

２７１４万４千円支出

観光事業会計は平成１８年度で廃止されました。観光事業清算特別会 観光事業清算特別会計計 

支出収入収入－支出＝０円

湯沢温泉ロープウェー民営化により、平成１８年
度末で廃止された観光事業会計を清算するための
会計です。平成１８年度内に収入・支出を終わるこ
とができなかったものについて、この会計で処理し
ました。

 一般会計からの繰入金　０円 

金額科目金額科目

１億２０２８万１千円観光事業清算費５１６万６千円財産収入

１億１５１１万５千円諸収入

１億２０２８万１千円計１億２０２８万１千円計

必要な経費を自らの収入で賄う独立採算の会計です。公営企業会公営企業会計計

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定留保資金で補填しました。

� �������������������������������������������������������������������������������������������

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定留保資金で補填しました。

特別会計・公営企業会計…これからの課題は？
�特別会計と公営企業会計は、一部の例外がありますが、原則として一般会計から独立し、
それぞれの事業の収入をそれぞれの支出に充てることで採算をとるべき会計とされて
います。

�しかし平成１９年度、湯沢町の一般会計から特別会計と公営企業会計に回したお金の総
額は、11億 5248 万 8千円に上り、一般会計の支出総額の実に１９.３％を占めています。

�他の市町村に比べて、現在のところ湯沢町は税収が多く、借金が少ない財政状況です。
でも、税収の柱である固定資産税が、これから年々減少してくることで、湯沢町の財政
は今後非常に厳しくなることが予測されます。

�一般会計から多額のお金を回しているこれらの会計（特に下水道特別会計）を建て直す
ことも、湯沢町の財政の課題となっています。

予告　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、財政に関する各指標を公表します

この法律は平成１９年６月に制定されたもので、自治体の財政破綻が突然発覚しないよう、事前に住民に財政状
況を公表することを義務付けています。湯沢町の各指標については、次回の広報でお知らせする予定です。
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e－Taxをはじめよう！ ～国税電子申告・納税システム（e －  T   ax       ) は～
イータックス

国税である所得税や消費税などの申告や納税を、自宅等からインターネットなどを通
じて行うことができるシステムです。特に源泉所得税の毎月納付や消費税の中間申告・
納付など、利用回数の多い手続きには便利です。
 e－Tax を利用するには、電子証明の記録された住民基本台帳カード（住基カード）が
イータックス

必要になります。住基カードは湯沢町役場町民課で発行しますが、申請から発行まで１
週間程度の期間が必要となりますので、お早めに手続きください。
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１１月１１日～１７１１月１１日～１７日日はは「「税税を考える週間」を考える週間」でですす

個人の方は、更に便利です個人の方は、更に便利です！！
� ホームページからかんたんに申告できます

� 最高 5,000 円の所得税の税額控除があります

� 添付書類の提出が不要となります

� 還付金がスピーディーに処理されます

※ くわしい内容については、国税庁ホームページでご確認ください。（�������������	�
����
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も
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を
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す
。

平
成　

年
度
は
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際
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と
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２０
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ー
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し
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国
税
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す
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ま
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と
に
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り
、
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便
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務
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率
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に
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ま
す
。
さ
ら
に
国
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ま
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�
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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
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広
報
を
行
い
ま
す
。

�
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
特
集
ペ
ー
ジ
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開
設
し
、
税
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た

め
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

�
大
学
生
や
高
齢
者
を
含
む
社
会
人
を
対
象

と
し
た
講
演
会
等
を
開
催
し
、
情
報
提
供
や

税
務
行
政
の
現
状
説
明
を
し
ま
す
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�
幅
広
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方
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い
し
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�
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納
税
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図
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、
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T
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納
税
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境
の
整
備
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進
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て
い
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す
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具
体
的
に
は
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
e 
―
Ｔ   
ａ
ｘ

       

）
の
ほ
か
、
国
税
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ホ
ー

イ
ー
タ
ッ
ク
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ム
ペ
ー
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定
申
告
書
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成
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タ
ッ
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ア
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税
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関
す
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＆
A
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路
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価
図
、
税
の
学
習
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
税
に
関

す
る
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
事
務
の
簡
素
化
、
効
率
化
を
実
現
す
る

た
め
に
も
I
T
を
活
用
し
、
税
務
相
談
の
集
中

化
、
納
税
者
窓
口
事
務
の
一
本
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

「
税
務
行
政
の
現
状
と
取
組
み
」

近
年
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
著
し

く
進
展
し
、
個
人
や
企
業
の
国
境
を
越
え
た
活

動
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

国
を
ま
た
い
で
計
画
的
に
租
税
を
回
避
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
、
一
部
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

国
税
庁
で
は
こ
の
よ
う
な
国
際
化
へ
の
対

応
と
し
て
、
適
正
で
公
平
な
課
税
実
現
の
た
め

の
取
組
み
や
、
国
際
的
な
二
重
課
税
防
止
の
た

め
、
相
互
に
協
議
し
て
い
ま
す
。
ま
た
開
発
途

上
国
へ
の
技
術

協
力
な
ど
、
各
国

税
務
当
局
へ
の

協
力
に
関
す
る

取
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
。

さらに便利で使いやすく！
ネットでどこでも申告・納税。

�ー���
国税電子申告・納税システム
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普通救命講習会開催のお知らせ

救命のためには有効な心肺蘇生法が不可欠です
前号でAED設置場所マップのアナウンスをしました。AEDは誰でも使用できるよう、音声ガイダンスにしたがって操作す

るようにプログラムされています。AEDとは心肺停止時に心臓のけいれんを取除く器械で、電気ショックによりいったん心臓
は停止します。したがって救命のためには、有効な心肺蘇生法を実施することが不可欠となります。

救急車が到着するまでには全国平均で６分３ ０秒かかります
通報から救急車が到着するまでに、全国平均で６分３０秒かかります。面積の大きな湯沢町では、地域によってはそれ以上

かかってしまいます。心肺停止状態の場合、何もしないで救急車を待つと救命の確率が限りなく０に近くなってしまいます。

 「救急の輪」がうまくつながることが必要です
大切な命を救う為には、「救命の輪」がうまくつながることが必要です。
すばやい１１９番通報…居合わせた人のAEDを含めた応急手当…救急隊員による救急救命処置…病院での救命治療。

この４つの輪がうまくつながったときに、救命の可能性が高くなります。特に最初の２つの輪は、現場に居合わせた皆さんに
託されます。大切な命を救うために、普通救命講習会を受講してください。

＆

人工呼吸
心臓マッサージ

AED

普通救命講習会の内容

日　時　12月13日（土）午後１時 30 分～4 時 30 分
会　場　湯沢消防署 3階会議室
内　容　心肺蘇生法（AED含む）・異物除去法・止血法
募　集　30名予定（定員になり次第、締め切ります。）　【申込み・問い合わせ】湯沢消防署　℡７８４－３３７７

湯沢消防署に電話で申し込んでください。
受講は無料です。修了証を交付します。

湯沢消防署から湯沢消防署からののお知らせお知らせ 湯沢消防署
℡７８４－３３７７

献血にご協力をお願いします献血にご協力をお願いします！！
皆さまが病気や事故にあったとき、その治療に使われる輸血の血液は、すべて善
意の献血で得られた血液でまかなわれています。長期保存のできない血液を、一年
を通じて安定供給するためには、皆さまのご理解とご協力が不可欠です。
湯沢町では次の日時に献血バスが来町し、献血を行います。町民の皆さまのご協
力をお願いします。

平成 20 年 11 月 17 日（月）
午前１０時～正午・・・・・・・・・・・・・・・・・湯沢町総合福祉センター
午後１時３０分～３時３０分・・・・湯沢町役場

※ 献血の際、本人確認をするため身分を証明できるものをお持ちください。
※ 献血前に薬などを飲んだ場合、献血できないことがありますのでご注意ください。

� �������������������������������������������������������������������������������������������
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11 月 9日～ 15 日まで「平成 20年 秋の火災予防運動」が実施されます

住宅用火災警報器を早期に設置しましょ住宅用火災警報器を早期に設置しましょうう
秋の火災予防運動が、１１月 9日（日）から 15日（土）までの一週間にわたり全国一斉に実施されます。
火災予防運動にあわせて、日頃の防火への心がけを再確認するとともに、大切な生命と財産を守るため、すでに設
置が義務化となっている「住宅用火災警報器」を早期に設置しましょう。

■ 住宅火災で死に至る原因は半分以上が「逃げ遅れ■　住宅火災で死に至る原因は半分以上が「逃げ遅れ」」

「逃げ遅れ」により多くの人が亡くなっています！

逃げ遅れ
63.63.99％％

■住宅火災で死に至った原因（消防庁調べ）

その他 28.3％

出火後
再進入
2.0％

着衣着火 5.7％

消防庁の調べによれば、住宅火災で亡くなった人の約
６４％が、「逃げ遅れ」によるものとなっています。
新潟県内でも、平成１９年中に住宅火災で亡くなった２２人
のうち、「逃げ遅れ」が原因だったのは１４人でした。特に高
齢者の逃げ遅れが多くなっています。
万が一火災が発生したときには、早期に発見し避難する
ことが一番重要です。その手助けになるのが、「住宅用火災
警報器」です。

■ 「住宅用火災警報機」の設置は義務化されていま■　「住宅用火災警報機」の設置は義務化されていますす

平成１８年６月１日に改正消防法が施行となり、住宅への火災警報器の設置が義務付けられています。住宅火災に
よる死者数を一日でも早く減少させるために、早期にそして自主的に住民の皆さんが住宅用火災警報器を設置する
ことが望まれます。

� 新築住宅・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成 18年 6月 1日から設置
� 新築住宅以外（既存の住宅）・・・・・・・・・・・・平成 23年 5月 31 日までに設置

子供部屋（寝室） 階段 主寝室

■ 「住宅用火災警報機」の設置場所は次のとおりで■　「住宅用火災警報機」の設置場所は次のとおりですす

� 寝室
通常就寝するときに使う部屋に設置します。就寝
中は火災の発見が遅れ、死に至る危険性が高まる
ためです。

� 階段
寝室が２階以上にある場合などに設置が必要です。
階段は火災による煙が集まりやすく、早期発見に
つながります。また避難経路でもあるので、大切な
ポイントです。

※ 建物の階数によって設置場所は異なります。

※ 正確に作動するよう取り付け位置が定められています。

※ 設置するべき場所には、煙感知式警報機を設置します。

■ 火災警報器には煙感知式と熱感知式がありま■　火災警報器には煙感知式と熱感知式がありますす

火災警報器には、煙感知式と熱感知式がありますが、消防法で住宅に設置を求めているのは、
煙感知式のものです。ガス漏れ警報機と一体型もあります。

� 煙感知式・・・火災ははじめに煙が発生することが多いため、早期発見に適しています。
� 熱感知式・・・調理の煙により煙感知式では誤作動することがある台所に適しています。

※ 日本消防検定協会のNSマークのついた製品を選ぶと安心です。

※ 消防職員が販売することはありません。悪質な訪問販売には十分ご注意ください。

【問い合わせ】・湯沢消防署 ℡７８４－３３７７　　・新潟県防災局消防課 ℡０２５－２８０－５１４６

�
�
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 日　時  12 月 3 日（水）
 午前１０時～午後１２時３０分

 場　所  総合福祉センター２階 調理室・会議室

 対　象  １歳６か月～３歳児の親子

 講　師  笛田 京子 栄養士

 内　容  �講話と親子クッキング
 「手軽にできるクリスマスメニュー」と
 「子どもと一緒に作るおやつ」

 持ち物  材料費 実費、米１合、エプロン、三角巾、
 ピクニックシート

 申込み  子育て支援センターまで　（先着１０組まで）
 11 月 27 日（木）締切り

【問い合わせ】子育て支援センター　℡７８０－６１６３
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～ボジョレー・ヌーボーを囲んで～

日　　時 １ ２月 14 日（日）午後 3時～ 7時ころ（午後 2時 30 分～受付）
会　　場 グレースコート レアリス（旧ホテル金誠館）

対　　象 未婚または離婚の成立している方で
 ・男性は 28 歳以上 49 歳までの南魚沼地域在住者または勤務者
 ・女性は 25 歳以上 49 歳までの国内在住者

参 加 費 ・男性 5，000円　・女性 2，000円（軽食・ワイン）

募集人数 ・男性 30 人程度　・女性 20人程度（多い場合は抽選）

【申込み・問い合わせ】所定用紙に必要事項を明記して、エフエム雪国にお申し込みください。　℡７７８－１５００

※エフエム雪国では、くわしい内容を平日午前７時４０分過ぎから放送しています。

広域交広域交流流 ミミーティングパーティーティングパーティーー  参参加者募集加者募集

締切り…
１１月２９日（土）

食教育講座のお知ら食教育講座のお知らせせ

子子育育てて支支援援セセンンタターーよよりり

第３回 立川マンドリンクラブ ママンドリンコンサーンドリンコンサートト
今年も立川マンドリンクラブの友情出演を得て、恒例となっ
たマンドリンコンサートを開催します。誰でも楽しめる肩のこ
らないコンサートです。大勢の方のご来場をお待ちしています。

日　時 12 月 7 日（日）午後２時～
会　場 湯沢町公民館

《主催》 湯沢町リゾートマンション管理組合連合会

《協賛》 湯沢暮らし推進協議会

《後援》 湯沢町 / 湯沢町教育委員会 / 湯沢町商工会

 湯沢町観光協会 / 湯沢町社会福祉協議会

 湯沢高原ロープウェイ・アルプの里

入場無料
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法務局南魚沼支局と南魚沼人権擁護委員協議会では、次のことでお困りの方に人権相談を行います。
相談は無料で秘密は堅く守られます。

� 家庭内（夫婦・親子・結婚・離婚・相続等）、親族間、近隣間のもめごと、悩みごとなど、毎日の暮らしの中で
起こる様々な問題

� 借地借家、土地建物の登記、戸籍の問題
� いじめ、体罰、女性差別、外国人差別などのあらゆる差別問題

日　　時 12 月 16 日（火）午後 1時～ 4時 ◎最寄りの人権擁護委員

会　　場 湯沢町公民館 （神立地区）駒形　虎次郎 ℡７８５－５３３８

相談担当 人権擁護委員　法務局職員 （湯沢地区）種村　久男 ℡７８４－２３６７

後　　援 湯沢町 （土樽地区）中谷　眞利子 ℡７８７－３０４６
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相談無料、秘密厳守　  特設人権相談所開設のご案特設人権相談所開設のご案内内 

１１月は「労働時間適正化キャンペーン」期間で１１月は「労働時間適正化キャンペーン」期間ですす
～労使がともに協力しあい、長時間労働を抑制しよう！～

「過重労働による健康障害」の防止と「賃金不払残業」の解消のためには、労働時間を適正に把握し、時間外労働
に対する適正な対処が必要です。
長時間にわたる過重な労働をなくして、労働者の健康管理にかかる措置を徹底しましょう。また労働時間は適正
に把握して、労働時間に対する確実な割増賃金を支払いましょう。

【問い合わせ】新潟労働局 労働基準部 監督課　℡０２５－２３４－５９２２
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全国一斉「労働時間相談ダイヤル」（無料）の実全国一斉「労働時間相談ダイヤル」（無料）の実施施

� 0120- 897 -
はやくなくそう

 713 
長い残業

９：０ ０～１７：０ ０11 月 22 日（土）

解消するべき現状の課題は…

週の労働時間が６０時間以上の労働者の割合が高止まりするなど、依然として長時間

労働と、過重労働による健康障害が発生しています。また割増賃金の支払いに関し

ても、労働基準法違反として是正を指導した件数が依然高水準で推移しています。
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■日　　時 1２月６日（土）午後２時 30 分試合開始
■会　　場 東北電力ビッグスワンスタジアム
 （Sスタンド２層目自由席）
 ※状況により他の座席をご案内する場合があります。

■応募条件 湯沢町在住の方

■募集人数 200 名

■応募方法 往復ハガキの往信裏面に、�１２月６日G大阪戦
 �住所 �氏名・年齢 �電話番号 �希望枚数（３枚
 まで）�後援会資料請求（する・しない）を記載
 し、返信用表面に返信先（ご自分の）住所・氏名を
 ご記入の上、あて先に送付してください。

 ※往復ハガキは各自でご用意ください。応募は１世
 帯につき１通限り有効です。応募多数の場合は、抽
 選となります。

■応募期限 １１月２１日（金）必着

■受け渡し ・ご招待の可否を返信用ハガキでお知らせします。
 （１１月２８日（金）頃の予定）なお可否について、電
 話でのお問い合わせにはお答えできません。
 ・ご観戦する方は、返信ハガキを持参の上、東北電
 力ビックスワンスタジアムのSゲートとＥゲート
 の間にある「アルビレックス新潟後援会」テント
 でチケット引換え後に入場、観戦となります。

■ あ て 先 〒９５０－０９５４　新潟市中央区美咲町２－１－１０
 アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

アルビレックス新アルビレックス新潟潟「「試合観戦ご招待」試合観戦ご招待」

〔往復ハガキ記入例〕
※ハガキは見開きの状態です

１２月６ １ ２月６日日（土（土））　Ｊリーグディビジョン１ 第３４節　東北電力ビッグスワン

アルビレックス新アルビレックス新潟潟 ＶＶＳＳ ガガンバ大阪ンバ大阪

●必ず観戦できる方のみのご応募をお願いします。

　アルビレックス新潟後援会から、
サッカーJ１アルビレックス新潟の試合
観戦に、湯沢町在住の皆さま200名を無
料招待します。
　観戦ご希望の方は、下記の要項によ
りご応募ください。

　なお試合会場までの交通費は、自己
負担となります。また駐車場は有料で
す。
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返
信

9 4 9 △ △ △△

南
魚
沼
郡
湯
沢
町
○
○
○
○

後
援　

花
子
行

《返信面》

例

① 12/6　 G大阪戦

② 〒 949 －△△△△
　 南魚沼郡湯沢町
　 ○○○○

③ 後援　花子　20歳

④ 025－78△－△△△△
⑤ 希望枚数（3枚まで）

⑥ 後援会資料請求
（する・しない）

《往信裏面》

こ
の
面
を
内
側
に
し
て
折
っ
て
差
し
出
し
て
く
だ
さ
い

アルビレックス新潟 試合観戦招待 応募要項

【問い合わせ】
アルビレックス新潟後援会
℡０２５－２８２－００１１

写真提供／㈱アルビレックス新写真提供／㈱アルビレックス新潟潟

往
信

9 5 0 0 9 45

新
潟
市
中
央
区
美
咲
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2
‐
1
‐　
10
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ご
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係
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《往信面》

12/6

G
大
阪

こ
の
面
は
ご
招
待
に
関
す
る
重
要
な
ご
案
内

が
記
載
さ
れ
ま
す
。

誤
っ
て
ご
記
入
頂
く
と
、ご
案
内
が
差
し
上
げ

ら
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
必
ず
白
紙
の
ま

ま
で
差
し
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て
く
だ
さ
い
。

《返信裏面》
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「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ

湯沢町公民館
〒９４９－６１０１ 湯沢町大字湯沢２８２２番地
℡：０２５-７８４-２４６０　　�：０２５-７８４-３７３７
E-mail：kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

日本童画の父 川上四郎記日本童画の父　川上四郎記念念

第第１１ ３３回回 越越後湯沢全国童画後湯沢全国童画展展
作品募集要作品募集要項項

作作　　品品 作品は未発表のものに限ります。画材は問いません。額装不要 。

応募資応募資格格 1 人 2点まで。高校生以上。

ササ イイ ズズ Ｆ 10 号サイズ（53.0cm×45.5cm）に限ります。

出出 品品 料料 1 点につき 2,000 円。2点の場合は 3,000 円。

納付方納付方法法 ・郵便局備え付け青色振込用紙にて、下記の湯沢町公民館宛

 に振り込んでください。
 ・受領証（コピー可）は出品票に添付することになりますので、
 なくさないようにご注意ください。
 （郵便振替）口座記号番号 00520 － 6－ 40450　湯沢町公民館

応募締応募締切切 平成 21 年 1月 27 日（火）　（当日消印有効）

発発　　表表 平成 21 年 2月中旬  応募者に直接通知します。

表表　　彰彰 ●大賞・・・・・・・・・・・・1点　賞金 30 万円（買上賞） ●奨励賞・・・・・・・・・・・5点 賞金 5万円（買上賞）
 ●最優秀賞・・・・・・1点　賞金 20 万円（買上賞） ●佳作・・・・・・・・・・・・10点 賞金 2万円（買上賞）
 ●優秀賞・・・・・・・・・1点　賞金 10 万円（買上賞） ●入選・・・・・・・40点程度 入選証

審査委審査委員員 小野かおる（絵本作家・東京造形大学名誉教授）
 豊口　　協（長岡造形大学理事長）
 村山　　陽（挿絵画家）

応募方応募方法法 ・規定外のサイズでの応募については、審査対象にしません。
 ・出品票に所定の事項を記入し、郵便局払込用紙の受領証（コピー可）を添付のうえ、作品の裏（右下スミ）
 に貼ってください。出品票は、コピーまたは、同サイズの用紙使用可能です。
 ・作品の輸送にあたっては、折り目をつけないよう又、まるめないよう包装には十分注意してください。
 ・輸送中の事故、破損については、一切その責任を負いません。

【作品の応募・問い合わせ】湯沢町公民館（越後湯沢全国童画展事務局）　℡７８４－２４６０
※応募要項（出品票）は、湯沢町公民館にて配布しています。

第１２回大賞
「発車のベルが鳴っている。」

小川　利雄

作品展…
平成２１年３月７日（土）～１６日（月）

「ふれあいコンサート」を終え「ふれあいコンサート」を終えてて
4回目を迎えた地元で音楽活動をしている方たちの手づ
くりコンサート。今年はテーマを「希望」と決め、出演の皆さ
んがそれぞれ趣向を凝らして演奏し、会場の皆さんとふれあ
うことができました。
あらたに中学校の吹奏楽部の皆さんとマンションにお住
まいの方からも参加いただき、マンションの方ともふれあい
を深めることができました。
このコンサートの輪が、今後ますます広がっていくことを
願っています。

（ふれあいコンサート実行委員）
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「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ

春からがんばりました 少少年少女柔道教室年少女柔道教室 閉閉講式講式
１０月２４日（金）に５月から始まった柔道教室の閉講式が行われました。
最終日のこの日は試合形式での紅白戦が行われ、春から鍛えた成果を存分に発揮しました。みんな柔道の技術だ
けじゃなく、礼儀作法やあいさつも良くなったよね！

ありがとうございまいした　講師の方々…田村實講師、折原明彦講師、森下哲也講師

日にち 11 月 29 日（土）
時　間 午前 10 時 ～ 11 時 30 分（予定）

会　場 湯沢町公民館 １階和室

対　象 小学生と保護者

締切り 11 月２ 6 日（水）

【問い合わせ】湯沢町公民館　℡７８４－２４６０（担当　林）
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募 集

持ち物 ハサミ、筆記用具、用
 意できたら材料
 （１５�位の小枝、リボン、ど
 んぐり、松ぼっくりなど）

申込み 湯沢町公民館窓口へ
 申込みください。
 （電話でも受付します。）

自然の素材を使ってクリスマスリースを作ろう。「リースをつくろう」

第 17 回 湯沢町長杯争奪

町民野球大会
《主催》湯沢町体育協会　湯沢町野球連盟

期　日 平成 20年 10 月 12 日（日）

会　場 中央公園野球場

優　勝…湯沢クラブ　準優勝…サブマリンドルフィンズ

3　 位…中里ライオンズ　農業会

★ 最優秀選手賞・・・・寺口 真矢（湯沢クラブ）
☆ 優秀選手賞・・・・・・・廣田 優光（サブマリンドルフィンズ）
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A ブロック（中央公園野球場）� � Bブロック（湯沢中学校）

抽選
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結果

《主催》湯沢町体育協会　湯沢町野球連盟

１０月１９日（日）に中央公園野球場と少年野球場で、南魚沼地域の少年
野球チームが８チーム集まり開催されました。湯沢町からは町内３チーム
の選抜チーム「湯沢フェニックス」から２チームが参加、南魚沼市からは
６チームが代表で参加しました。　決勝戦へ駒を進めることはできません
でしたが、合同チームながら息のあったプレイで、湯沢ジュニアフェニッ
クスが３位となりました。

五十沢ヤングバーズ湯沢リトルフェニックス
（六日町地区）4優勝3（湯沢町選抜）

湯沢ジュニアフェニックス12第一上田ジャガース4五日町ヤングイーグルス
（湯沢町選抜）5261（六日町地区）

北辰1019第一上田ジャガース
（六日町地区）113（塩沢地区）

東フェニックス104ヤングシャークス
（大和地区）3位決定戦（六日町地区）

第 4第 4回回 湯湯沢ジュニアカップ少年野球大沢ジュニアカップ少年野球大会会

● 4－7 ○ 湯沢ジュニアフェニックス五日町ヤングイーグルス

南魚沼美術展覧会 書道の部 奨励賞　俵万智のうた　中村桃華さんが受賞しています。
今後もますますのご活躍を期待しています。

みなさんが持っている特技や知識・経験を、これから学ぼうとする人のために生かしてみませんか

生涯学習人材バンク（仮称生涯学習人材バンク（仮称））登登録者および呼称の募集録者および呼称の募集
公民館では、サークル活動や自主講座等の運営に活用していくため、人材バン

クのリスト作成に取り組んでいます。
現在次の２０名の皆さんが登録しました。さらに多くの方から登録をいただくことで、
活躍の場が広がります。湯沢町の生涯学習の輪を広げる力になっていただける方
は、ぜひ人材バンクに登録ください。

併せて、現在仮称となっている人材バンクの「呼称」も同時募集しています。

【問い合わせ】湯沢町公民館　℡７８４－２４６０

分　　野氏名（敬称略）分　　野氏名（敬称略）

華道、フラワーアレンジメント佐 藤　敏 子書道南 雲　英 二

パッチワーク等高 井　淳 子社交ダンス鈴 村　貴 之

石鹸づくり松 本　信 子社交ダンス宮下真理子

朗読、紙芝居等島　田　　隆社交ダンス高 橋　好 信

植物画佐 久 間　健ハーモニカ佐 藤　正 昭

植物画、陶芸佐久間玉江ギター、カラオケ等高　橋　　修

自然観察高 橋　正 明唱歌、童謡、発声法、合唱上 井　伯 子

介護関係大 西　光 子家庭科小野塚美代子

押し花松 田　久 子食育等、生涯学習インストラクター関　　明　美

基礎英語西 河　秀 行皮革細工大 内　春 江
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対 象 対　　象 
�湯沢町に住民登録がある小学生、中学生
�湯沢町に住民登録がある 19歳未満の高校生
（専門学校等の学生については、親の扶養に属する者を含みま
す。）

�湯沢町に住民登録がある 60歳以上の者（申込時点）
�小・中学生乗車証購入者の保護者
（保護者は両親に限ります。）
�湯沢町に住民登録をして 1年以上経過している町民

利用期間 利用期間 
平成 20年 12月１日（月）～平成 21年 4月 5日（日）

発行代金 発行代金 
�小・中学生 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 人 15,000 円
（うち、湯沢町が５,０００円助成します。

個人負担は１０,０００円となります。）

　ただし第３子以降（同一家族３人以上の申込みの場合）
�小・中学生 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １人 17,500 円
（うち、湯沢町が２,５００円助成します。

個人負担は５,０００円となります。）

�19歳未満の高校生、60歳以上の者 ・・・・・・ 1 人 15,000 円

�保護者（両親に限る） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25,000 円
（ただし１家族２人の場合、２人目は１５,０００円とします。）

�一般町民 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １人 45,000 円

申込締切 申込締切 
� 1 次締切 11 月 12 日（水）【11月 25 日（火）～発行】
� 2 次締切 12 月 11 日（月）【12月 18 日（月）～発行】
� 3 次締切 12 月 15 日（月）【12月 22 日（月）～発行】
　※これ以降の申込は、随時発行します。

申込方法 申込方法 
�申込締切日まで湯沢町公民館にある申込書に必要事
項を記入・捺印の上、６か月以内に撮影した写真を１
枚（縦４.５�×横３.５�の縁なしで、正面肩口から上、無帽、無
背景の証明写真とします。）を添えて、お申込みください。

�一般町民の方は住民票も添えて、お申込みください。

引換時間 引換時間 
�午前 9時～午後 5時（代金と引換えに発行）
ただし、土・日曜日、祝祭日、１２月２７日～１月４日
は引換えできません。

�引換えの際に、身分証明書（運転免許証・学生証等）を
提示していただきます。

引換場所 引換場所 
湯沢町公民館

注意事項 注意事項 
�乗車証は、本人以外使用できません。

�不正使用、またはスキー場管理者の指示に従わない
場合は乗車証を没収し、以後の発行はしません。また、
発行代金の返納はしません。

�資格喪失の場合には速やかに乗車証を返納してくだ
さい。また、発行代金の返納はしません。

�紛失した場合は、原則としてシーズン中の再発行は
しません。

�乗車証利用中の傷害事故等については、湯沢町、湯沢
町教育委員会、湯沢町スキー場振興協議会およびス
キー場管理者は一切の責任を負いません。

湯沢町スキーリフト等共通乗車証の発湯沢町スキーリフト等共通乗車証の発行行
今シーズンも湯沢町スキー場振興協議会の協力で湯沢町スキーリフト等共通乗車証を発行します。
希望者は湯沢町公民館にある申込書により、お申込みください。

こども電話（メール）相談　　※お気軽にご相談ください。

� 電 話 相 談 ＜� 784 － 3033 ＞ 午前 8：30 ～午後 5：00（土・日祝日を除く）
� メール相談 ＜ e－mail：secret-sodan@town.yuzawa.lg.jp ＞ 24 時間対応
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申込み・問い合わせ

湯沢町公民館
℡７８４－２４６０



（18）広報ゆざわ　H２０．１１．９

「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ

両
山
短
歌
会

十
月
詠
草

新
し
き
毛
糸
の
腹
巻
ぴ
っ
た
り
と
き

ま
り
し
腹
を
大
き
く
叩
く剣

持　

越
峰

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
の
な
か
に
眠
る

夜
は
朝
の
目
覚
が
爽
や
か
な
り
し

剱
持　

政
子

空
澄
み
て
立
話
す
る 
女 
二
人
声
爽
や

ひ
と

か
な
り
柿
色
づ
き
ぬ

鈴
木
ス
ミ
子

 
虎
杖 

い
た
ど
り

の 
生
絹 
色
な
る
房
花
を
た
ま
ゆ

す
ず
し

ら
秋
の
夕
映
え
が
染
む

関　

き
よ
み

霧
の
中
光
輪
を
背
に
現
わ
れ
し
自
ら

の
影
に
茫
然
と
向
く

（
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
）　�
井
や
す
子

栗
を
剥
く
灯
影
更
け
ゆ
く
暗
が
り
に

虫
の
音
深
く
銀
河
鎮
ま
る�

野　

忠
重

日
和
よ
く
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
甘
い
香

が
秋
じ
ま
い
す
る
我
を
つ
つ
み
ぬ

�
橋
千
代
子

卒
寿
迎
え
足
ら
ざ
る
こ
と
の
多
け
れ

ど
無
事
に
暮
せ
し
感
謝
す
る
日
、日

�
橋　
　

操

経
済
の
逆
風
如
何
に
吹
こ
う
と
も
戦

時
偲
び
て
こ
こ
ろ 
鎮 
め
る

し
ず

田
中　

英
男

つ
き
抜
け
る
空
の
青
さ
よ
鳴
る
風
に

積
乱
雲
の
白
き
が
う
か
ぶ南

雲
ミ
ヨ
シ

長
生
き
は
く
よ
く
よ
せ
ぬ
が
一
番
と

長
寿
の
人
の 
応 
え
は
同
じ

こ
た

橋
本　

秋
治

納
骨
を
終
り
て
歩
む
径
の
辺
に
群
れ

咲
き
揺
る
る
彼
岸
花 
眩 
し
ま
ぶ

丸
山
富
美
子

唐
突
に
花
の
み 
出 
ず
る
コ
ル
チ
カ
ム

い

桃
色
に
咲
き 
狭
庭 
明
る
し

さ
に
わ

山
田
千
栄
子

神
楽
峰 
紅 
く
れ
な
い 
初 
め
し
山
肌
に
老
若
男
女

そ

汗
し
て
登
る

石
田　
　

勲

 
歌
会 
の
思
い
出
た
ど
れ
ば
先
生
の
歌

う
た
か
い

い
し「
古
城
」と
お
く
聞
こ
ゆ
る

牛
木
三
保
子

鉢
植
の
紅
バ
ラ
一
つ
秋
の
陽
を
受
け

て
咲
き
し
を 
愛 
し
く
想
う

い
と

笠
松　

ミ
ツ

燕
は
も
う
南
の
国
へ
旅
立
ち
ぬ
ハ
ウ

ス
の
庭
に
雀
が
遊
ぶ

南
雲　

ま
さ

ま
だ
耳
は
達
者
な
れ
ど
も
看
護
婦
が

大
き
声
に
て
耳
元
に
云
ふ南

雲　

武
貞

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
ざ
わ

十
月
詠
草

ケ
ア
ハ
ウ
ス
飾
ら
れ
る
花
の
美
し
く

お
も
む
き
楽
し
折
々
の
花笛

田
テ
ル
子

井
の
中
の
蛙
に
似
た
る
者
な
れ
ど
望

み
新
た
に 
最
終 
の
旅

い
や
さ
か

渡
辺　

四
季

一
輪
の
コ
ス
モ
ス
ゆ
ら
す 
涼
風 
あ
り

か

ぜ

て
秋
は
静
か
に
訪
れ
る
ら
し小

林
八
重
子

最
高
の
墓
地
と
言
い
い
し 
亡
夫 
眠
る

つ

ま

谷
川
連
峰
と 
苗
場
山 
を
望
み

な

え

ば

南
雲　

ま
さ

　

俳　

句

と
り
も
ど
す
意
識
の
中
に
秋
の
風

花
す
す
き
風
と
な
り
た
る
河
川
敷

星
名　

彩
雲

秋
空
や
頂
き
か
す
む
八
海
山

最
終
戦
松
井
笑
顔
の
好
打
か
な

岩
館　

忠
治

藍
色
の
空
に
華
や
ぐ
秋
桜

虫
し
ぐ
れ
私
も
哭
い
た
そ
の
昔

横
田　

昭
江

 
黄
昏 
し
今
宵
の
月
に
夢
を
見
る

た
そ
が
れ

虫
一
つ
夜
の
静
寂
を
ふ
る
わ
せ
り

渡
辺　

四
季

秋
彼
岸
偲
ぶ 
御
霊 
に
胡
麻
豆
腐

み
た
ま

物
言
わ
ぬ 
墓 
に
問
い
か
け
秋
彼
岸

い
し

泉　
　

昭
一

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

句
会　

紅
山
桜

　

季
題 　

渡
り
鳥
（
鳥
渡
る
）　

当
季
雑
詠

 

コ
ス
モ
ス
や
言
わ
ず
語
ら
ず
目
が
奇
麗

 

移
住
の
地
見
馴
れ
し
空
や
鳥
渡
る 

菜　

花

 

農
協
の
催
事
に
ぎ
わ
い
甘
薯
売
り

 

日
の
国
へ
Ｖ
の
字
飛
行
渡
り
鳥 

め
ぐ
み

 

雨
の
来
て
ざ
わ
め
き
た
ち
し 
芒 
原

す
す
き

 

鳥
渡
る
ぽ
つ
ん
と
一
つ 
祠 
あ
り 

ふ
じ
の

ほ
こ
ら

 

満
月
も
病
む
程
長
き
一
夜
か
な

 

い
つ
の
ま
に
来
て
ま
た
帰
る
渡
り
鳥 

雄　

水

 

柿
た
わ
わ 
茅
葺 
い
え
の
村
描
く

か
や
ぶ
き

 

遠
く
よ
り
瓢
湖
に
す
ご
す
渡
り
鳥 

香　

葉

 

霧
雨
は
山
の
音
消
し
忍
び
寄
る

 

鳥
渡
る
無
事
の
便
り
も
無
い
ま
ま
に 
　

津

 

く
さ
ぐ
さ
の
彩
り
競
う
秋
果
か
な

 

裏
山
に
鳴
き
く
ず
れ
あ
り
鳥
渡
る 

四　

季

 

西
焼
け
て
赤
き 
鴇 
ゆ
く
秋
彼
岸

と
き

 

山
下
り
る
風
に
色
あ
り
鳥
渡
る 

俊　

雪

 
 
藁 
焚
き
か
煙
た
な
び
く
秋
の
暮

わ
ら

 

夕
や
み
を
ひ
と
声
啼
い
て
鳥
渡
る 

　

泉

 

柿
ひ
と
つ
梢
に
寒
く
日
に
照
り
て 

澄　

子



（19）

J
パ
ワ
ー
（
電
源
開
発
株
式
会

社
）で
は
、社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
全
国
で
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
湯
沢
町
で
も
次

の
と
お
り
、
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
楽
し
い
お
話

と
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
く
つ
ろ

い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
と
会
場
】

・　

月　

日
（
火
）

１１

１８

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

１０

湯
沢
町
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

・　

月　

日
（
水
）

１１

１９

午
後
２
時
〜
２
時　

分
４０

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
ざ
わ

【
演
奏
曲
目
】

・
愛
の
挨
拶

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
田
園
幻
想
曲
よ
り

・
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

よ
り

・
涙
そ
う
そ
う

・
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス

・
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を

・
宮
崎
駿
ア
ニ
メ
音
楽
よ
り

【
演
奏
者
】

竹
山
愛
（
フ
ル
ー
ト
）

古
田
土
明
歌
（
フ
ル
ー
ト
）

糸
井
正
博
（
フ
ル
ー
ト
）

【
問
い
合
わ
せ
】

電
源
開
発
株
式
会
社

奥
清
津
電
力
所

℡
７
８
９
・
２
７
０
７

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、引
揚
者
の「
ご
本
人
」に
、『
特

別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。）「
引
揚
者
」は
、終
戦
の
日

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
外
地
で

生
活
し
て
い
て
、
戦
後
引
き
揚
げ

て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

請
求
書
等
は
、
湯
沢
町
役
場
健

康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
請
求
期

限
は
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２１

３１

で
す
。未
請
求
の
方
は
、早
急
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
資
格
要
件
等
、
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時　

〜
午
後
５
時　

分
）

１５

１５

上
越
新
幹
線
で
は
、
自
動
列
車

制
御
装
置
の
更
新
に
伴
う
最
終
試

験
の
た
め
、
営
業
列
車
の
運
転
終

了
後
、
夜
間
試
験
走
行
を
２
〜
３

往
復
行
い
ま
す
。

【
期
日
と
走
行
区
間
】

・　

月　

日
（
日
）

１１

３０

高
崎
駅
〜
越
後
湯
沢
駅

・　

月
７
日
（
日
）

１２越
後
湯
沢
駅
〜
浦
佐
駅

・　

月
４
日
（
木
）

１２熊
谷
駅
〜
浦
佐
駅

【
走
行
時
間
帯
】

午
前
１
時
〜
４
時　

分
１０

【
問
い
合
わ
せ
】

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

新
潟
支
社
総
務
部
企
画
室

℡
０
２
５
・
２
４
８
・
５
１
０
４

日
本
で
は
、H
I
V
感
染
者
が

１
日
に
約
４
人
ず
つ
増
加
し
て
い

て
、感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、青
少
年
に
エ
イ
ズ
に

つ
い
て
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、南
魚
沼
地
域
振
興
局
健

康
福
祉
環
境
部
主
催「
第
１
階
南

魚
沼
学
生
エ
イ
ズ
予
防
イ
ラ
ス
ト

コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。

次
の
日
程
で
作
品
展
を
行
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
期
日
と
会
場
】

・　

月　

日
〜　

月
５
日

１１

２８

１２

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
南
魚
沼
地
域
振
興
局
内
）

・　

月
９
日
〜　

月　

日

１２

１２

１８

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ

・　

月　

日
〜　

月　

日

１２

１９

１２

２６

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
南
魚
沼
市
民
会
館
内
）

※
い
ず
れ
も
最
終
日
は
、
午
後
４

時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

�
H
I
V
・
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の

検
査
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
検
査
は
予
約
が
必
要
で

す
。
専
用
電
話
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
エ
イ
ズ
・
肝
炎

相
談
専
用
電
話

℡
７
７
０
・
０
１
２
１

�
国
土
緑
化
推
進
機
構
は
、
地

域
に
お
け
る
育
樹
に
関
す
る
功
績

が
顕
著
な
団
体
や
個
人
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

こ
の
度
、「
平
成　

年
度
全
国
育

２０

樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、

N
P
O
法
人「
湯
沢
み
ど
り
の
会
」

が
、
団
体
の
部
で
国
土
緑
化
推
進

機
構
理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
ま
す
。

南
魚
沼
学
生
エ
イ
ズ
予
防

イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制

抑
留
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

上
越
新
幹
線

夜
間
試
験
走
行
の
実
施

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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「
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ

〜
南
の
島
の
大
冒
険
〜
」

【
日
時
】

　

月　

日
（
日
）

１１

１６

開
場　

午
後
１
時　

分
３０

開
演　

午
後
２
時

【
会
場
】

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
さ
わ
ら
び

【
チ
ケ
ッ
ト
料
金
】

前
売
券　

１，
０
０
０
円

当
日
券　

１，
２
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料

（
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
）

【
チ
ケ
ッ
ト
・
入
場
券
の
お
求
め
】

・
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

・
南
魚
沼
市
民
会
館

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
さ
わ
ら
び

ほ
か
販
売
窓
口
へ

【
問
い
合
わ
せ
】

劇
団
ゆ
き
ぐ
に
事
務
局

℡
０
９
０
・
６
４
５
４
・
１
９
５
９

南
魚
沼
市
大
和
公
民
館（
吉
澤
）

℡
７
７
７
・
４
６
７
１

近
年
私
た
ち
の
食
生
活
は
大
き

く
変
化
し
、
優
れ
た
地
域
の
食
生

活
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

来
年
か
ら
始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
に
合
わ
せ
、
直

江
兼
続
の
活
躍
し
た
戦
国
時
代
よ

り
南
魚
沼
地
域
に
伝
わ
る
郷
土
食

や
伝
統
食
を
見
つ
め
な
お
し
、
現

代
の
食
生
活
、
健
康
づ
く
り
を
考

え
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
、「
天
地

人
・
食
育
講
演
会
」を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
込
み
が
必
要
で
す
。（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

【
日
時
】

　

月
９
日
（
火
）

１２午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

【
会
場
】

南
魚
沼
市
民
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
】

・
第
１
部
…
「
南
魚
沼
」
郷
土
食
・

伝
統
食
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

・
第
２
部
…
講
演

「
直
江
兼
続
公
生
誕
地
・
南
魚
沼

の
郷
土
食
と
風
景
を
語
る
」

講
師　

椎
名
誠
氏
（
作
家
）

※
定
員
…
３
５
０
名
（
先
着
順
）

※
締
切
り
…　

月
３
日
（
水
）

１２

※
申
込
み
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課

℡
７
７
２
・
２
１
９
０

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

月　

日

１０

２０

　

月　

日

１０

２１

　

月　

日

１０

２１

玉
田

山
本

森
下

タ
カ
子

友
一

俊
雄

さ
ん

さ
ん

さ
ん

　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

月
３
日

１０
　

月　

日

１０

１１

坂
本

井
熊

知��
    
ち

ほ

 
悠
斗 

ゆ
う
と

さ
ん

さ
ん

今月の納税今月の納税等等

（第 ５ 期 ）
（ 第 ３ 期 ）

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
納期限は、１２月１日�です。
（口座振替日は、１１月２８日�です。）
※納税相談は、税務課収納班（℡７８４－３４５２）で
受け付けています。

〜
火
坂
雅
志
先
生
が
来
町
〜

三
代
目「
上
杉
謙
信
公
手
植
え
の
松
」植
樹
式

期　

日　
　

月　

日
（
火
）
午
前　

時
〜

１１

１１

１０

場　

所　

小
坂
地
内
（
手
植
え
の
松
植
樹
会
場
）

湯
沢
町
小
坂
地
内
に
あ
る
初
代
の
「
上
杉
謙
信
公
手
植
え
の
松
」
は
、

伊
勢
湾
台
風
で
倒
れ
、
現
在
二
代
目
の
松
の
う
ち
１
本
が
か
ろ
う
じ
て

残
っ
て
い
る
の
み
で
す
。

来
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
「
天
地
人
」
を
支
援
す
る

意
味
で
、
松
の
木
１
本
を
植

え
、
三
代
目
「
上
杉
謙
信
公

手
植
え
の
松
」
を
夫
婦
松
と

し
て
復
元
し
ま
す
。
当
日
の

植
樹
式
に
は
、
作
家
の
火
坂

雅
志
先
生
も
参
加
さ
れ
ま
す
。

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

劇
団
ゆ
き
ぐ
に　

第
９
回
公
演

「
天
地
人
・
食
育
講
演
会
」

開
催
の
ご
案
内

初代の手植え松の木


